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パンフレットＡ４両面

全内で釣り人向けの普及啓発用
パンフレットを作成しています
申込は、各県漁連でのとりまとめをおねがいしています。
その都度で申込が可能で、100 枚からご希望のクレジット
で作成できます。
詳しくはお問い合わせください。
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令
和
６
年
度
の
事
業
終
了
に
伴
い
、
令
和
７
年
６
月
25
日
午

後
１
時
半
、
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
の
全
国
町
村
会
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
７
年
度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

滑
川
幸
男
副
会
長
理
事
（
千
葉
県
内
漁
連
会
長
）
が
開
会
を

宣
言
し
、全
内
か
ら
谷
公
一
代
表
理
事
会
長
が
あ
い
さ
つ
、水
産

庁
の
髙
橋
広
道
増
殖
推
進
部
長
よ
り
来
賓
の
あ
い
さ
つ
を
頂

き
ま
し
た
。関
係
団
体
か
ら
は
（
一
社
）
大
日
本
水
産
会
の
長
岡

英
典
常
務
理
事
、（
一
社
）全
国
さ
け
・
ま
す
増
殖
振
興
会
の
内

海
邦
夫
専
務
理
事
、（
公
社
）日
本
水
産
資
源
保
護
協
会
の
瀧
田

雅
樹
事
業
部
長
、（
一
社
）全
日
本
釣
り
団
体
協
議
会
の
鈴
木
伸

一
専
務
理
事
、
水
産
庁
か
ら
は
、
生
駒
潔
内
水
面
漁
業
振
興
室

長
、丸
茂
亮
太
課
長
補
佐
に
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
。

安
永
勝
昭
氏
（
東
京
都
内
漁
連
会
長
）
を
議
長
に
選
出
し
て

議
案
審
議
に
入
り
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
９
号
議
案
が
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
９
号
の
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
に
つ
い
て
は
、
全
国

６
地
区
か
ら
推
薦
さ
れ
た
理
事
・
監
事
候
補
者
17
名
と
、
員
外

か
ら
迎
え
る
２
名
の
理
事
に
つ
い
て
の
信
任
投
票
を
行
い
、
高

杉
則
行
氏（
茨
城
県
内
漁
連
会
長
）、
松
本
泉
氏（
埼
玉
県
漁
連

会
長
）、川
口
恭
弘
氏（
和
歌
山
県
内
漁
連
会
長
）、山
田
満
氏（
鹿

児
島
県
内
漁
連
会
長
）
４
名
立
ち
会
い
の
も
と
開
票
作
業
が
行

わ
れ
、候
補
者
全
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
渡
部
完
副
会
長
理
事（
兵
庫
県
内
漁
連
会
長
）の
閉

会
の
辞
に
よ
り
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、総
会
終
了
後
に
開
催
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、総
会
で

承
認
さ
れ
た
役
員
の
中
か
ら
代
表
理
事
会
長
と
し
て
谷
公
一
氏

を
選
出
、
併
せ
て
副
会
長
理
事
６
名
と
専
務
理
事
と
し
て
中
奥

龍
也
氏
を
選
出
、
副
会
長
理
事
６
名
の
職
務
代
理
の
順
位
を
定

款
第
二
十
八
条
に
基
づ
き
決
定
し
ま
し
た
。同
じ
く
総
会
終
了

後
に
開
催
し
た
監
事
会
に
お
い
て
代
表
監
事
を
選
出
し
ま
し
た

（
７
頁
参
照
）。

通
常
総
会
議
案

第
１
号
議
案

　

令
和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件

第
２
号
議
案

　

令
和
６
年
度
損
失
金
処
理
案
承
認
の
件

第
３
号
議
案

　

令
和
７
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予
算
案
決
定
の
件

第
４
号
議
案

　

令
和
７
年
度
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
５
号
議
案

　

令
和
７
年
度
に
お
け
る
役
員
の
報
酬
額
決
定
の
件

第
６
号
議
案

　

令
和
７
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
７
号
議
案

　

令
和
７
年
度
借
入
金
限
度
額
決
定
の
件

第
８
号
議
案

　

全
国
内
水
面
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
に
係
る
役
員
選
任
規

約
の
一
部
改
正
の
件

第
９
号
議
案

　

役
員
改
選
の
件（
理
事
16
名
、監
事
３
名
）

総
会
終
了
後
、第
13
回
全
国
内
水
面
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰

を
執
り
行
い
ま
し
た
。受
賞
者
の
功
績
等
報
告
を
行
い
、
該
当

県
の
出
席
者
が
代
理
で
賞
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
総
会
を
も
っ
て
役
員
を
退
任
さ
れ
た
、
宮
田
幸
一

氏
、江
藤
俊
男
氏
に
谷
会
長
か
ら
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

第
13
回
全
国
内
水
面
漁
業
振
興
功
績
者
表
彰　
受
賞
者

●
両
毛
漁
業
協
同
組
合（
群
馬
県
）

【
功
績
概
要
】

地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
数
々
の
環
境
学
習
を

継
続
的
に
実
施
し
て
お
り
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業

に
お
い
て
は
模
範
漁
協
と
し
て
事
例
集
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、

持
続
可
能
な
内
水
面
生
態
系
の
維
持
・
保
全
・
改
善
を
目
指

す
た
め
の
多
面
的
な
役
割
と
機
能
を
果
た
し
て
お
り
、
地
域
社

会
へ
の
貢
献
だ
け
で
な
く
地
域
の
活
性
化
、
組
合
の
活
性
化
に

も
寄
与
し
て
い
る
。

カ
ワ
ウ
対
策
に
お
い
て
も
、
被
害
防
止
対
策
技
術
開
発
事
業

に
継
続
し
て
参
画
し
、実
証
試
験
漁
協
と
し
て
貢
献
し
て
い
る
。

4名の立ち会いのもと開票作業
（山田氏、高杉氏、川口氏、松本氏）

あいさつをする谷会長

議長の安永氏

来賓あいさつをする水産庁の髙橋増殖推進部長

令
和
７
年
度
通
常
総
会

新
役
員
紹
介

令
和
７
年
６
月
25
日
の
通
常
総
会
に
お

い
て
役
員
改
選
を
行
い
、
新
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
（
任
期
は
、
３
年
後
の
総
会
終
了

ま
で
理
事
定
数
16
名
、監
事
定
数
３
名
）。

渡
邊
　
典
浩

（
三
重
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

八
田
　
伸
一

（
石
川
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

渡
部
　
完

（
兵
庫
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

萩
原
　
剛

（
山
梨
県
漁
連
会
長
）

佐
藤
　
仁
一

（
宮
城
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

尾
藤
　
義
昭

（
岐
阜
県
漁
連
会
長
）

齋
川
　
隆
夫

（
青
森
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

橘
本
　
義
美

（
徳
島
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

滑
川
　
幸
男

（
千
葉
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

松
元
　
平
吉

（
群
馬
県
漁
連
会
長
）

江
上
　
敬
司
郎

（
宮
崎
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

村
山
　
賢
二

（
新
潟
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

谷
　
公
一

（
員
外
）

中
島
　
謙
二

（
島
根
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

湊
屋
　
啓
二

（
秋
田
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

米
村
　
義
信

（
山
口
県
内
水
面
漁
連
会
長
）

代
表
監
事

佐
野
　
昇

（
滋
賀
県
河
川
漁
連
会
長
）

中
奥
　
龍
也

（
員
外
）

宮
名
利
　
光
廣

（
お
お
い
た
河
川
漁
連
会
長
）

・
衆
議
院
議
員（
兵
庫
５
区
・
８
期
）

・�

第
２
次
岸
田
改
造
内
閣
：
国
家
公
安
委

員
会
委
員
長
・
内
閣
府
防
災
担
当
大
臣

（
国
土
強
靭
化
・
海
洋
政
策
・
領
土
問
題

等
担
当
大
臣
）（
２
０
２
２
年
８
月
10
日

発
足
）

・
内
水
面
漁
業
振
興
議
員
連
盟　

副
会
長

副
会
長
理
事（
６
名
）

理
事（
８
名
）

監
事（
３
名
）

専
務
理
事

代
表
理
事
会
長
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は
る
か
な
る
昔
、
昭
和
50
年
代
の
終
わ
り

頃
、
庄
川
の
中
流
域
で
、
毛
鉤
釣
り
で
１
匹

の
ア
ユ
を
釣
っ
た
た
め
に
、
そ
の
釣
れ
た
ア

ユ
の
美
し
さ
と
ア
ユ
釣
り
の
面
白
さ
に
感

動
し
て
、
ア
ユ
の
毛
鉤
釣
り
に
夢
中
に
な
り

ま
し
た
。そ
し
て
、
誰
も
が
、
そ
う
す
る
よ
う

に
、
本
屋
で
ア
ユ
の
毛
鉤
釣
り
の
本
を
探
し

て
買
っ
て
、貪
る
よ
う
に
読
ん
だ
も
の
で
す
。

そ
こ
に
は
、
仕
掛
け
等
の
仕
組
み
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、竿
の
微
妙
な
動
か
し
方
、毛
鉤
の

選
択
な
ど
の
他
に
、
ア
ユ
の
い
る
場
所
や
時

間
を
選
ん
で
釣
る
よ
う
に
と
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、「
ア
ユ
が
１
匹
川
面
を
跳
び
は
ね
れ

ば
、
そ
の
下
に
は（
水
中
に
は
）千
匹
の
ア
ユ

が
い
る
。」と
い
う「
格
言
」が
あ
る
、
と
あ
っ

た
の
で
す
。だ
か
ら
、飛
び
跳
ね
て
い
る
ア
ユ

の
数
を
目
安
に
し
て
場
所
を
選
ん
で
釣
る

よ
う
に
と
あ
り
ま
し
た
。

（
へ
ー
、
そ
ん
な
も
の
か
）と
思
い
ま
し
た

が
、
当
時
の
庄
川
に
は
ア
ユ
が
無
数
と
言
え

る
ほ
ど
た
く
さ
ん
い
て
、ま
た
、大
き
な
淵
も

多
く
あ
っ
た
の
で
、
夕
方
に
な
る
と
至
る
所

で
飛
び
跳
ね
て
い
た
の
で
、
そ
の
格
言
も
全

く
無
用
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、年
月
を
重
ね
る

う
ち
に
、ア
ユ
は
少
な
く
な
る
し
、大
き
な
淵

も
ほ
と
ん
ど
な
く
な
っ
て
き
て
、「
格
言
」を

基
に
川
面
で
ア
ユ
が
飛
び
跳
ね
て
い
る
場
所

を
探
し
て
、
竿
を
入
れ
な
け
れ
ば
釣
れ
な
く

な
り
ま
し
た
。

神
通
川
や
庄
川
に
お
い
て
、
大
き
な
淵
で

毛
鉤
釣
り
を
し
て
い
る
際
に
、
な
か
な
か
釣

れ
な
い
時
間
帯
が
あ
る
の
で
す
が
、
そ
ん
な

時
に
ア
ユ
が
数
匹
、
川
面
を
飛
び
跳
ね
て
近

づ
い
て
く
る
と
、
そ
こ
に
い
た
釣
り
人
は
、

「
ア
ユ
が
回
っ
て
き
た
ぞ
」と
言
っ
て
、
構
え

る
の
で
す
が
、
案
の
定
、
皆
に
ア
ユ
が
バ
タ

バ
タ
と
釣
れ
る
こ
と
が
良
く
あ
り
ま
す
。別

に
、
そ
の
跳
び
は
ね
た
ア
ユ
が
毛
鉤
に
掛
か

る
訳
で
は
な
い
よ
う
な
の
で
、
飛
び
跳
ね
て

い
た
ア
ユ
の
下
の
水
中
に
は
多
く
の
ア
ユ
が

一
緒
に
来
て
い
た
と
考
え
た
く
な
り
ま
す
。

友
釣
り
で
は
、
ア
ユ
が
い
る
か
ど
う
か
を

川
の
岸
際
の
石
垢
（
藍
藻
）
の
食
み
具
合
で

見
ろ
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
瀬
で
は
確
か
に
そ

れ
は
有
力
な
指
標
で
す
が
、
水
深
の
あ
る
淵

で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、食
み
跡
に
は
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、数
時

間
前
と
か
に
ア
ユ
が
い
た
と
い
う
証
に
は
な

り
ま
す
が
、今
、い
る
か
と
な
る
と
、確
証
は

持
て
ま
せ
ん
。で
も
、
ア
ユ
の
飛
び
跳
ね
は
、

今
、目
の
前
で
の
出
来
事
で
す
か
ら
、こ
こ
に

ア
ユ
が
い
る
と
自
信
を
持
っ
て
言
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

そ
れ
で
、「
一
跳
ね
千
匹
」が
ど
こ
ま
で
正

し
い
の
か
を
、
県
の
水
産
研
究
所
時
代
に
調

べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。方
法
は
単
純
で
、

小
さ
な
飼
育
池
（
長
さ
２
・
９
６
ｍ
、
幅
１
・

４
５
ｍ
、水
深
０
・
５
２
ｍ
、２
・
２
㎥
：
写
真
）

に
、体
重
10
～
20
ｇ
の
ア
ユ
を
、10
尾（
／
２
・

２
㎥
、
以
下
同
じ
）、１
０
０
尾
、５
０
０
尾
、

１
０
０
０
尾
に
分
け
て
飼
育
し
ま
し
た
。夏

の
夕
方
に
、
こ
の
池
の
蓋
を
一
斉
に
取
り
外

し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
で
15
分
間
に
飛
び
跳

ね
た
ア
ユ
の
回
数
を
、
私
の
他
３
人
の
同
僚

の
協
力
を
得
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
池
で
、カ
ウ
ン

タ
ー
で
計
数
し
ま
し
た
。結
果
は
図
の
通
り

で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
生
息
密
度
が
10
尾
か
ら

１
０
０
尾
、５
０
０
尾
と
上
が
っ
て
い
く
と
、

飛
び
跳
ね
回
数
も
そ
れ
に
呼
応
し
て
、
３
回

（
平
均
、以
下
同
じ
）、
39
回
、１
４
８
回
と
上

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
は
、
水
中

の
ア
ユ
の
数
が
多
い
と
飛
び
跳
ね
る
ア
ユ

の
数
も
多
く
な
る
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

５
０
０
尾
と
１
０
０
０
尾
に
差
が
な
か
っ
た

の
は（
統
計
的
に
も
）、
こ
の
容
積
で
は
飼
育

数
が
限
界
に
達
し
て
い
て
、
頭
打
ち
に
な
っ

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。そ
し
て
、大
き
な
河

川
の
淵
で
は
、「
一
跳
ね
千
匹
」も
あ
り
得
る

と
思
い
、
あ
な
が
ち
オ
ー
バ
ー
な
表
現
で
も

な
い
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。い
ず
れ
に
し
て

も
、
飛
び
跳
ね
る
ア
ユ
の
数
を
見
て
釣
り
場

を
選
ぶ
の
は
、
ア
ユ
釣
り（
毛
鉤
釣
り
）の
定

石
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

庄
川
沿
岸
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
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表
理
事
会
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）

富
山
県
内
水
面
漁
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組
合
連
合
会

　副
会
長

富
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

　
　
　委
員

田
子

　泰
彦

愛
し
き

海
面（
沿
海
）の
漁
協
の
組
合
員
数
は
、
毎
年
、
農
林
水
産
省

に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
、
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
内
水
面
の
漁

協
の
組
合
員
数
は
農
林
水
産
省
が
５
年
お
き
に
実
施
す
る

「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
と
い
う
調
査
で
わ
か
り
ま
す
。そ
の
調
査
が

２
０
２
３
年（
令
和
５
年
）に
実
施
さ
れ
、結
果
が
今
年
の
３
月

末
に
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
３
年
の
全
国
の
内
水
面
漁
協
の
正
組
合
員
数
は

２
１
３
，
１
８
２
名
で
す
。内
水
面
漁
協
の
組
合
員
に
は
法
人

も
な
れ
ま
す
が
、こ
の「
正
組
合
員
数
」は
組
合
員
の
大
多
数
を

占
め
る
一
般
的
な
個
人
の
正
組
合
員
で
す（
個
人
の
組
合
員
に

は
准
組
合
員
も
あ
り
ま
す
が
、今
回
の
お
話
は
組
合
員
の
大
多

数
を
占
め
る
正
組
合
員
に
つ
い
て
で
す
）。

２
０
２
３
年
の
５
年
前
の
２
０
１
８
年
の
正
組
合
員
数
は

２
７
１
，１
６
７
名
だ
っ
た
の
で
、５
年
間
で
５
７
，９
８
５
名

減
り
ま
し
た
。減
少
率
は
21
・
４
％
で
す
。

そ
の
５
年
前
の
２
０
１
３
年
か
ら
２
０
１
８
年
に
か
け
て

の
正
組
合
員
数
の
減
少
率
は
17
・
６
％
な
の
で
、
減
少
の
ス
ピ

ー
ド
が
早
ま
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
日
本
の
人
口
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
８
年

か
ら
２
０
２
３
年
の
人
口
の
減
少
率
は
１
・
７
％
（
１
億
２
，

６
４
４
・
３
千
人
→
１
億
２
，４
３
５
・
２
千
人
）な
の
で
、同
じ

期
間
の
組
合
員
の
減
少
率（
21
・
４
％
）は
異
常
に
高
い
で
す
。

組
合
員
の
減
少
率
は
人
口
の
減
少
率
の
12
・
６
倍
で
す
。

組
合
員
が
減
る
と
、
増
殖
活
動
や
漁
場
監
視
の
成
り
手（
な

り
て
）
が
減
り
ま
す
。組
合
長
や
理
事
な
ど
の
役
員
の
成
り
手

も
減
り
ま
す
。組
合
員
が
漁
協
に
納
付
す
る
賦
課
金
の
収
入
も

減
り
ま
す
。ひ
い
て
は
漁
協
の
活
動
の
活
性
が
低
下
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、ご
自
身
の
漁
協
の
正
組
合
員
数
が
ど
の
く
ら

い
減
っ
て
い
る
の
か
調
べ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。め

や
す
は
２
０
１
８
年
か
ら
２
０
２
３
年
に
か
け
て
の
減
少
率

で
す
。そ
の
期
間
の
減
少
率
が
21
・
４
％
よ
り
小
さ
け
れ
ば
減

少
の
程
度
は
全
国
的
な
状
況
に
く
ら
べ
て
ひ
ど
く
な
く
、大
き

け
れ
ば
全
国
的
な
状
況
に
く
ら
べ
て
ひ
ど
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

た
だ
し
、減
少
率
が
全
国
的
な
状
況
よ
り
ひ
ど
く
な
く
て
も

ひ
ど
く
て
も
、組
合
員
が
減
少
し
て
い
る
場
合
は
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
方
法
を
考
え
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

図
は
１
９
５
８
年
（
昭
和
33
年
）
か
ら
の
全
国
の
内
水
面
漁

協
の
正
組
合
員
数
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。正
組
合
員
数
は

１
９
８
１
年（
昭
和
56
年
）に
約
62
万
人
ま
で
増
え
ま
し
た
が
、

そ
の
後
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。１
９
９
８
年（
平
成
10
年
）

以
降
は
５
年
お
き
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

そ
の
１
９
９
８
年
以
降
の
漁
業
セ
ン
サ
ス
の
デ
ー
タ
（
図
の

中
の
黒
丸
）を
み
る
と
、
正
組
合
員
数
は
直
線
に
近
い
緩
や
か

な
曲
線
を
描
き
な
が
ら
減
少
し
て
い
ま
す（
統
計
学
的
に
有
意

な
指
数
関
数
的
に
減
少
）。こ
の
減
少
傾
向
に
基
づ
い
て
予
測

す
る
と
、
表
の
よ
う
に
正
組
合
員
数
は
今
年（
２
０
２
５
年
）は

約
20
万
６
千
人
、そ
の
５
年
後
の
２
０
３
０
年
は
約
17
万
２
千

人
で
、
２
０
３
４
年
に
15
万
人
を
下
回
り
、
２
０
４
５
年
に

10
万
人
を
下
回
り
ま
す
。も
の
す
ご
い
勢
い
で
減
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

全
国
の
内
水
面
漁
協
の
組
合
員
数
の
最
新
デ
ー
タ
と
今
後
の
予
測

第
四
十
七
回

「
ア
ユ
の
一
跳
ね
千
匹
」は
本
当
な
の
か
？

全国の内水面漁協の正組合員数の予測値

全国の内水面漁協の正組合員数の変化

アユの飛び跳ね試験を行った飼育池

図 . 平成 20年アユ飛び跳ね調査結果
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人数
2025 年 20 万 5,782 人
2026 年 19 万 8,449 人
2027 年 19 万 1,377 人
2028 年 18 万 4,557 人
2029 年 17 万 7,980 人
2030 年 17 万 1,637 人
2031 年 16 万 5,520 人
2032 年 15 万 9,622 人
2033 年 15 万 3,933 人
2034 年 14 万 8,447 人
2035 年 14 万 3,157 人
2036 年 13 万 8,055 人
2037 年 13 万 3,136 人
2038 年 12 万 8,391 人
2039 年 12 万 3,815 人
2040 年 11 万 9,403 人
2041 年 11 万 5,148 人
2042 年 11 万 1,044 人
2043 年 10 万 7,087 人
2044 年 10 万 3,271 人
2045 年 9 万 9,590 人

（2050 年） 8 万 3,065 人
（2055 年） 6 万 9,282 人
（2060 年） 5 万 7,786 人
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